
ただし，年末年始・祝休日を除く。

性暴力被害者の相談窓口 性犯罪・性暴力被害にあわれた方を総合的に支援する
ための相談窓口です。

緊急医療受付は 22:00まで

とちぎ性暴力被害者
　　　サポートセンター
「とちエール」
　　済生会宇都宮病院内

028-678-8200
（＃8891）

月～金
9:00～17:30
土曜日
9:00～12:30

平成24年3月　初版発行
平成26年3月　改訂
平成31年3月　改訂
令和3年3月　  改訂
令和6年3月　  改訂

　デートＤＶは、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。
ひとりで悩まないで、相談してください。
　また、被害者から相談を受けたら、専門の相談機関があること
を教えてあげてください。



※宇都宮市では，小中学生は，必要のない限りスマートフォンや携帯電話等は持たせないことになっています。
　スマートフォン等を持つ場合には，保護者の責任・指導のもと，安全・安心に使いましょう。

う〜ん

昨日、何で
返信しない
んだよ。 ※

オイ、
花子! !

俺からの連絡には
5分以内に必ず
返信するきまり
だろ! !

言い訳してんじゃねえ! !
でも、5分以内に
返信が欲しいなん
て、ラブラブ〜？

　連絡をしたらすぐに返信する
 のは当然だ。
寝てしまったなんてうそをついてい
るんじゃないか？
自分が心配していたことも気づい
　ていないし。

加奈子さんが言うように、5分以内に返信を求められることは、「好きな証拠」
なのでしょうか？

　 返信しなかったからって
あんなに怒らなくてもいいのに。
一郎君にかばんを投げつけられ
たとき、とても怖かった。
返信は必ずしなければいけない
のかな？
加奈子さんが言うように、私の
　ことを好きな証拠なのかな。

　『５分以内』のように期限を決めて返信をさせる、というルールを設定
することは相手の自由や時間、行動を束縛していることにもなります。
　一郎君は心配していたのであれば「返信がなかったから、何かあったのかと
心配していたんだよ」と言うこともできますね。かばんを投げつけることは、
身体的な暴力です。親しい仲でも許されません。

先生から
の

アドバイス



次郎は私の
彼氏でしょ。

私以外の
女子と

しゃべるの
禁止。　

必要ない！
スマホ出して。

何コレ…。女子からの
ＬＩＮＥがあるじゃない。
女子のアドレスは全部消去!

次郎が私を
怒らせるような
ことをするから
でしょ！

この次、女子からの
ＬＩＮＥを見つけたら
スマホを壊すから。

 私がいるのに、なんで他の女子
と話す必要があるの？
話すのは私だけにして欲しい。
次郎君はかっこいいし、
 他の女子にもやさしいから心配！

  僕が誰と話をしても、それは
僕の自由だと思うけれど。
僕の女友だちのアドレスを消すなん
てひどいよ。
宮子さんも男友だちのアドレスを
　消されたら、どんな気持ちに
　　なるか考えてみてよ！

先生から
の

アドバイス

「私を怒らせるようなことをするからでしょ！」という発言をどう思いましたか？

　好きな人が他の異性と楽しく話しているのをみて不安な気持ちになっ
たり嫉妬の感情が湧いてくることは多くの人が経験しますし、決して悪
いことではありません。けれどその感情を理由に、付き合っている相手
に他の異性としゃべることを禁止したり、アドレスを消去するなど、自
分たち以外の人との関わりを制限することは暴力です。
　宮子さんにも次郎君にも友人と自由に話したり過ごしたりする権利があります。
付き合っていても、あなたは相手のものにはなるわけではないし、相手もあなた
のものになるわけではないのです。
　「他の子と話していると私といるより楽しいのかなって不安な気持ちになるよ」
とまずは自分の気持ちを伝えることが大切です。



先生から
の

アドバイス
　三郎君はさつきさんに「なかなか来ないから、事故にでもあったのか
と心配していたんだよ」 と、自分の気持を言葉で伝えることができればよかった
ですね。実際に殴らなくても、怒鳴って殴るようなフリをするだけで相手は恐
怖を感じます。このような行為も暴力です。された側は相手が怖くて自分の考
えや気持ちを言えなくなってしまいます。絶対にやめましょう。

さつきさんは、これから三郎君に自分の考えや気持ちを言えるでしょうか？



　あなたにとって、「交際」のイメージとはどのようなものですか？

でも、好きな人と一緒にいるはずなのに、
相手のことを「怖い」と思ったり、

「つらい」と感じたりすることがあるとしたら、
あなたは「暴力」を受けているのかもしれません。
例えば、マンガの事例で見られたように、

昨日、何で
返信しない
んだよ。

怒鳴られたり、
物を投げつけられ
たりする

「暴力」という「力」を使って相手を支配（コントロール）するのは、

　「暴力」と聞くと、私たちは身体的な暴力だけを思い浮かべてし
まいますが、それ以外にも、精神的な暴力や性的な暴力など、さ
まざまな暴力があることを理解し、加害者にも被害者にもならない
ように気をつけましょう。

身体的な暴力
●平手でたたく
●殴る　●蹴る
●物を投げつける
●髪の毛をつかんで引っ張る

経済的な暴力
●借りたお金を返さない
●一緒に遊びに行った際にかかる費用を
　すべて出させる

デジタル暴力
●スマホを勝手に見る
●異性とのＳＮＳを禁止する
●勝手に異性のアドレスを消去する
●連絡にすぐ返信しないと怒る
●裸や性行為の写真や動画を撮って
　ＳＮＳにアップする

精神的な暴力
●殴るフリをして脅す
●気に入らないとすぐに怒る
●無視する　●大声で怒鳴る
●相手を批判したり否定したりする
●そんなことも知らないの」 「普通そうだ
　ろ」と言って決めつける
●別れるなら「死ぬ」と言う

性的な暴力
●相手の同意なく、 キスや性行為をする
●避妊しない　●裸の画像を見せる

社会的な暴力
●行動や服装をチェックしたり、制限した
　りする
●家族や友人との付き合いを制限する

SNSを悪用した「デジタル性被害」が広がっています

「下着姿や裸の画像や動画は、撮らない・撮らせない・送らない」

■「別れたい」というと、「交際中に撮影した性的な画像や動画をネット上
　に流出させる」 と脅したり、実際に流出させたりする「リベンジポルノ」
　の被害が増えています。
■性的画像や動画、性行為を目的に近付き、 やさしくして油断させる場合
　もあるので、SNSを介した付き合いには注意が必要です。
■インターネット上に一度流出したデータの削除は難しいですが、警察や
　支援団体のサポートにより削除できる場合もあります。早めに相談しま
　しょう。

デートDVでおきる暴力とはどんな態度や行動のこと？



デートDVが起きる理由には
次のようなことが言われて
います。

　暴力を振るう背景の1つに、「力を使って相手を支配（コントロール）していい」という考
え方があります。本来、交際中のふたりの関係は対等で、上下・主従関係ではありません。
デートDVをする人（加害者）は、自分の思いどおりに相手を支配する手段として、さまざ
まな暴力を使っています。

　私たちの周りには、テレビドラマや映画、漫画、雑誌、ゲーム、インターネットなどから、
「暴力を振るえば、相手は従うだろう」、「暴力的な言葉や言動は男らしいことだ」など、暴力
を認める誤った情報があふれていますが、暴力では何も解決しません。
　また、「愛情があれば暴力もＯＫ」と言うのも暴力を認めるまちがった考え方です。「暴力」
で相手を思いどおりにすることは、相手の心や身体を深く傷つける行為です。どんな理由が
あっても、暴力はいけない、暴力を許さないという気持ちをもつことが大切です。

　「男らしさ」と聞いてあなたが連想するイメージは何でしょう。「強くたくましい、リーダー
シップがある、弱音をはかない、家族を養う」…。「女らしさ」といえば「かよわい、やさし
い、従順、控えめ、家庭的」などでしょうか…。
　このようなイメージを強く意識しすぎたまま交際を始めると、「男性はいつも女性をリード
しなければならない」、「女性は男性より控えめにして、甘えていればよい」といった考え方
になりがちです。このようなふたりの関係が、次第に「対等」ではなくなり、「上下・主従」
の関係性を生んでしまいます。

（ジェンダー）

あった16.7％ 無回答2.6％

なかった
80.7％

あった8.1％ 無回答2.4％

なかった
89.5％

出典／『男女間における暴力に関する調査』  内閣府（令和3年3月）
※すべての世代で、「身体的暴行」、「心理的攻撃」、「経済的圧迫」、
　「性的強要」を、交際相手から受けた経験の有無

　内閣府が行った調査による
と、約 6人に 1人の女性が
 「交際相手から、暴力を受け
た」と回答しています。
　また、女性だけでなく、男
性の被害者もいます。
　デートDVの問題は、決し
て他人事ではありません。

　デートDVを受けると、被害
者の行動や心に次のような変化
が生じます。

　デートＤＶを受け続けると、無気力感、孤独感、
絶望感などを抱くようになります。
　また、身体では不眠、食欲不振、吐き気、肩こり、
震えなどの症状も見られるようになります。



　被害者が加害者と別れられない理由には、『暴
力のサイクル』があると言われています。
　加害者はいつも暴力を振るっているわけでは
なく、暴力のあとは謝ったりやさしくなります
が、また激しい暴力を振るったりするなどのサ
イクルをくり返すので、離れたり別れたりする
ことができなくなってしまうと言われています。

少しのことで機嫌が悪くなる。

　「相手を尊重する」とは、自分と相手との違
いを認め、相手を大切にすること。相手のやり
方や意見・価値観などが自分と同じではなかっ
たとしても、その違いがあることを認め、互い
の違いを尊重し、受け入れましょう。そして、
自分の気持ちや考えも相手に言葉で伝えま
しょう。

　DV（配偶者から振るわれる暴力）やデート
DV の問題は、「個人の問題」として扱われが
ちですが、暴力は人権を侵害する「社会の問題」
です。多くの人たちが暴力を社会問題として
認識し、「どんな事情や理由があっても、暴力
は許されない」という社会をつくることが大切
です。

　あなたらしさを大切にし、自分も相手も尊重する意識をもつことは、
これからのみなさんにとって大事なことです。
　恋愛に限らず、お互いの気持ちを言い合える対等な関係をつくるこ
とはすべての人間関係において大切なことですね。
　次のページでは、自分の気持ちを上手に伝える「  （私）メッセージ」
について紹介します。

　恋愛関係の時は、「嫌われたくない」など
の気持ちが働いて、相手の意見や希望に合わ
せようとしてしまいがちで、自分らしさを失
っている可能性があります。
　「男らしさ」や「女らしさ」、「こうあるべき
だ」といった価値観にとらわれるのではなく、
自分自身はどのような自分になりたいのかな
ど、自分の気持ちや身体を大切にしましょう。

　誰もが、ひとりしかいないかけがえのない
存在です。自分を尊重する感情を高めるため
に、やりたいこと、夢や目標、自分の長所な
ど、前向きな要素をできるだけ多く見つけ、
自分を大切にしましょう。



　『 I メッセージ』とは、「私（ I ）は～」から始まる、  I （私）を主語とした伝え方の
ことです。自分を主語にした「私はこう思う」「私はこう感じる」といった自分
の考えや思いを伝えるメッセージとなり、相手を尊重しながらもしっかりと自
己表現する方法です。

　①は、相手の反応や気持ちを確かめて表現するのではなく、一方的に相手を
責めるような言い方ですね。  ②は、自分よりも相手を優先し、自分のことを後
回しにする消極的な言い方です。  ③が、『 メッセージ』で、残念に思う自分の
気持ちを誠実に伝え、相手の都合や気持ちにも配慮する言い方になっています。
『 メッセージ』を使うことで、受け手の印象は大きく変わります。家族や友
だち、先生などとの会話でもぜひ使ってみてください。
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